
１　図書委員会

第１回：平成１３年４月２６日�

・�平成１２年度図書費決算報告について、平成１３年度図書

費予算編成について、図書館規程の制定及び関連規程

等の改正について、平成１３年度図書館自己点検・評価

委員会の構成について、平成１３年度私立大学等研究設

備整備費等補助金対象図書について、外部データベー

ス（���������	�
��）について、ほか

第２回：平成１３年６月１４日�

・平成１３年度基本図書（前期分）の選定について、図書館

規程の制定及び関連規程等の改正について、外部デー

タベース（���������	�
��）について、ほか

第３回：平成１３年１０月４日�

・�平成１４年度図書費予算の申請について、平成１４年度図

書館運営に係る予算について、図書委員会規程の一部

改正について、ほか

第４回：平成１３年１０月１８日�

・平成１３年度基本図書（後期分）の選定について、図書委

員会規程の一部改正について、ほか

第５回：平成１４年２月２１日�

・�図書委員会規程の一部改正について、平成１４年度前期

基本図書（私立大学等研究設備整備費等補助金対象図

書）の選定について、平成１４年度図書館の開館予定に

ついて、平成１４年度図書館利用案内年間実施計画につ

いて、図書館ビジョンの進捗状況について、ほか

＊図書委員会懇談会：平成１３年１０月３１日�

　・学内オンライン総合目録の構築に向けて

２　図書館自己点検・評価委員会

　図書館は、「関西大学図書館がめざす方向―ビジョン７

項目―」の推進に伴い、開館時間、電子情報の利用環境、

ホームページを通じての積極的な情報発信等、利用者サ

ービスの環境を大きく変化させつつある。平成１３年度は、

これらの環境変化に伴う利用者の動向を確認し、今後の

改善につなげるべく、統計のあり方を検討した。改編し

た統計表については、平成１４年度の図書委員会に報告す

るとともに、同報告書を本誌に掲載した。

３　図書館課長会議

　図書館長、図書館次長、運営課長、閲覧参考課長、お

よび学術資料課長で構成する会議。図書館運営の各種施

策について審議・協議した。平成１３年度は１８回開催。同

課長会議のもとに、ビジョン推進会議のほか各種委員会

を設置していた。

４　関西四大学図書館館長会議

平成１４年３月１８日�　於：関西大学

・�出席者：関学大、関西大、同志社大、立命館大の各館

長と事務管理職者および幹事

・�報告事項（２００１年度関西四大学図書館連絡会・相互利

用担当者会・図書館職員研修会）、協議事項（関西四大

学図書館長会議規約の改正・相互利用手続きの簡素化）、

ほか

５　図書館ビジョンの推進関係

　平成１０年１２月に図書館が定めた「関西大学図書館がめ

ざす方向―ビジョン７項目―」も３年目を迎えた。その

間、図書館ホームページのサービス主導型への改訂、総

合図書館の閲覧サービス業務へのアウトソーシング導入、

開館時間の延長・日数の増加等を推進してきた。今年度

は、オープンシステム（業者のパッケージシステム）を

導入し、従来の自館開発で構築したシステムの特色を活

かしたシステムを構築すべく、カスタマイズ等によるプ

ログラムの整備をおこなった。平成１４年度から、新シス

テムでの図書館運営がスタートする。

　新システムの導入により、長年の懸案であった学内オ

ンライン総合目録の構築が可能となる環境が整うため、

学内図書資料に関する事務連絡会において、その構築に

むけての説明会、ヒアリング等をおこない、懸案事項の

解消に向けての第一歩を踏み出した。

　また、「メディアの多様化に対応しうる図書館」の標榜

の一環として、���������	�
��や��������	をはじめとする

外部データベースの利用環境を拡充した。

６　図書館規程の制定等

　関西大学学則第６５条第１項及び第３項の規定に基づき、

長年の懸案であった『関西大学図書館規程』を制定し、平成

１３年１０月１日から施行した。併せて、図書館業務を遂行

する過程での拠り所となる、図書委員会規程、図書館利

用規程、図書館図書管理規程等の関連規程を改正した。�
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７�セミナー・講習会の開催

�　関西大学図書館　���������	�
���導入記念セミナー

　　インターネットを中軸にしたグローバルな学術情報

基盤の発展により、再構築あるいは再編成されつつあ

る学術情報環境の新潮流について考察するセミナーを

開催した。

　　　日時：平成１３年９月２７日�

　　　場所：総合図書館�図書館ホール

　　　講演：①学術情報サービスの提供をめぐる現状と

将来展望―ネットワーク情報源を中心に―

　　　　　　　���������	
�（���社ディレクター）

　　　　　　②情報検索の広がりと学際研究の可能性

　　　　　　　倉橋�英逸（関西大学文学部教授）

　　　参加者数：大学２６名　企業等４０名

�　��������	

���
�
����
���
講習会

　　「学術情報を提供するためのメディアの多様化に対

応する図書館」機能の充実を目指して、ネットワーク

上で展開する情報サービスの提供に取り組んでいる。

この環境のなかで、専門的な学術情報へ効果的にアク

セスするための、実践サーチスキルの向上を目指した

講習会を開催した。

　　　日時：平成１３年１１月２９日�～１１月３０日�

　　　場所：千里山キャンパス　サテライトステーション２

　　　内容：①アメリカ法入門

　　　　　　②��������	
入門

　　　　　　③効果的なサーチメソッド

　　　　　　④Ｑ＆Ａと課題実習

　　　講師：加藤敏幸　関西大学　総合情報学部助教授

　　　　　　亀田健二　関西大学　法学部教授

　　　　　　川端康之　横浜国立大学　大学院助教授

　　　受講者数：学内２１名　学外１６名

�　目録システム地域講習会　図書コース

　　図書館業務が大きく変革するなかにおいても必要不

可欠な目録業務の高度な知識と技術の修得を目的とし

て、国立情報学研究所と、私立大学図書館協会との共

催による標記講習会を実施した。

　　　日時：平成１３年９月１８日�～９月２０日�

　　　場所：千里山キャンパス　サテライトステーション２

　　　内容：①目録システム概論

　　　　　　②目録情報の基準

　　　　　　③検索総論・検索技法・検索実習

　　　　　　④登録総論・登録実習・自由演習

　　　講師：河原田�伊左男（関西大学図書館学術資料課）

　　　　　　他大学からの派遣講師　５名

　　　受講者数：学内７名　学外２１名�

８　展示会

　於：総合図書館展示室

�　春季特別展（４月１日～５月２０日）

　「中村幸彦先生を偲んで」

�　秋季特別展（１１月７日～１２月１５日）

　「伊勢物語―注釈と享受の世界―」

　　記念講演会（１１月２７日、於：総合図書館図書館ホール）

　　　演題：「中世の『伊勢物語』享受」

　　　講師：片桐洋一　関西大学　文学部教授

９　文部科学省私立大学等研究設備整備費等補助

　図書委員会で選定し大学より申請した結果、図書館関

係については次の３点の補助金を得た。

�　特別設備

　・�国立国会図書館所蔵�昭和前期刊行図書デジタル版集

成　社会科学部門　１１�１９８タイトル　������　３７３枚

�　特定図書

　・������������	���
�	���
��１８世紀英語出版物コレクショ

ン　��������	�
���
��������������������

　・���������	
�����
���������	��������	����������	�
��
���

�����米国議会委員会刊行物総集成　����������

１０　日本私立学校振興・共済事業団�私立大学等経常費補助

　図書館関係について大学より申請した結果、次の各テ

ーマにより補助金を得た。

�　特別補助（教育学術情報ネットワーク）

　・�ＯＰＡＣ・データベースの拡充

�　特別補助（高等教育研究改革推進）

　・�貴重書の利用に関する環境整備並びに解題目録・���

���版目録等の作成

�　特別補助（教育・学習方法等の改善）

　・図書館における利用サービスの拡大と新たなアクセ

ス環境の整備

　・インターネット上の外部データベース利用による先

進的な教育・学習支援

１１　図書館の刊行物等

�　『図書館利用案内』２００２年度版を編集発行

�　『文献のさがし方から入手まで』の改訂増版発行

�　本誌第６号を図書館ホームページに全文掲載

図書館フォーラム第７号（２００２）
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